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学位論文内容の要旨 
植物ホルモンのアブシジン酸 (abscisic acid, ABA) 信号伝達系を構成する2つの遺伝子、negative に働くAtAFPと
positiveに働くAtABI5のコムギのorthologsをコムギから単離した。 
 
1. AtAFPのorthologous TaAFP遺伝子の単離と発現解析 
ArabidospsisのAFP遺伝子の推定アミノ酸配列を利用して，コムギ品種のChinese Spring (以下CS)から異なる3種類
のTaAFP遺伝子配列を得た (TaAFP-A1, TaAFP-B1, TaAFP-D1)． 













ていた．染色体のこの領域付近には、AtABI3のorthologであるTaVp1や種子休眠に関するQTLがある（Nakamura et al. 
2007）。 
TaABI5遺伝子の発現を，根，葉，開花後10日目の種子及び開花後30日，50日目の胚で調査した．TaABI5はこれら
すべての組織で発現し，主に種子や発芽初期に発現するArabidopsisのAtABI5と異なっていた．遺伝子特異的なプラ
イマーが設計できた4種のTaABI5遺伝子 (TaABI5-1，TaABI5-2，TaABI5-5，TaABI5-9) について発現組織の推定を行
った結果，TaABI5-1は開花後10日目の種子，開花後30日，50日目の胚で発現していた．TaABI5-2は開花10日目の種
子のみで発現していた．TaABI5-5は調査した組織では発現していなかった．TaABI5-9は葉では発現しなかったが，
開花後10日目の種子，開花後30日，50日目の胚に加えて，根での発現を観察した．これら4種のTaABI5遺伝子は，
重複した状態から分化し，発現する組織に変化が生じたのかもしれない． 
 論文審査結果の要旨 
 
 植物は様々な環境ストレス（乾燥や低温等）に対応する時に、植物ホルモンのアブシジン酸(ABA)を
信号として用いている。本研究では、モデル植物のArabidopsisで明らかにされているABAの信号を
positiveに伝える因子であるAtABI5とAtABI5蛋白質の分解に関わりnegative な働きをするAtAFPと相同
な遺伝子(orthologs)をコムギから単離し、その特徴を明らかにしようとしたものである。 
6倍性コムギから、AtAFPに相同な３つのTaAFPを単離することに成功し、これら３つの遺伝子がコム
ギ染色体2A, 2B, 2Dの短腕の中間部に座乗していることを染色体の部分欠失系統を用い明らかにした。
また、これら遺伝子の5’上流域での転写因子結合部位の解析から、この遺伝子がABA、低温、乾燥によ
り誘導される遺伝子である可能性を予想し、実験で、これら遺伝子の発現がABA、低温、乾燥により誘
導されることを示したが、誘導に関わる既知のelementとは異なるelementが関係している可能性示した。
また、発現組織の調査から、これら遺伝子間で発現する組織が異なっており、これらの遺伝子間で分化
が起きている可能性を示した。AtABI5に類似したコムギの遺伝子TaABI5は、コムギには約20程存在する
ことをサザン解析により明らかにした。この中で、約10のTaABI5を単離している。これらの多くは、コ
ムギの第3染色体長腕の中部に座乗し、塩基配列やcDNAの解析から、これら一部の遺伝子では、終始コ
ドンが途中にあり機能していないと推定される遺伝子や、イントロン部がmRNAに含まれる遺伝子があ
る事を示した。また、遺伝子により発現組織が異なることも明らかにした。 
これらの研究成果は、主要な作物であるコムギにおけるABA信号伝達についての研究を進める上で、
重要な知見と考えられる。学位審査委員会は、本論文が博士（農学）の学位に値するものであると判定
した。
